
跡
見
学
園
女
子
大
学
国
文
学
科
報

第
二
十
五
号

(平
成
九
年
三
月
十
八
日
)

鴎
外
1
そ
の
終
焉
を
め
ぐ
る
考
察

山

崎

一

穎

は
じ
め
に

(注
1
)

(注

2
)

　　
ヨ
　

今
度
正
岡
子
規
の
子
孫
、
正
岡
明
氏
所
蔵
の
加
藤
拓
川
宛
賀
古
鶴
所
書

簡
が
、
津
和
野
の
森
鴎
外
記
念
館
に
入
っ
た
。
こ
の
大
正
十

一
年

(
一九
二

二
)
六
月
二
十
九
日
か
ら
八
月
十
三
日
ま
で
の
賀
古
鶴
所
書
簡
九
通
十

一

点
は
、
鴎
外
臨
終
前
後
の
様
子
を
伝
え
て
い
る
。
こ
の
書
簡
は
従
来
の
近

親
者
の
日
記
や
知
友
達
の
追
悼
文
を
も
裏
付
け
る
。
さ
ら
に
、
欠
落
し
た

事
実
を
補
綴
す
る
点
で
も
重
要
な
内
容
を
持

っ
て
い
る
。

な
か
ん
ず
く
、
鴎
外
口
述
、
賀
古
筆
受
の
鴎
外
遺
言
の
口
述
、
筆
記
の

現
場
の
状
況
が
、
初
め
て
明
ら
か
に
な
っ
た
点
で
あ
る
。
こ
の
新
事
実
を

　　
ん

伝
え
る
新
資
料
は
、
す
で
に
本
年
六
月
の
テ
レ
ビ
、
新
聞
等
で
紹
介
さ
れ
、

研
究
者
の
注
目
を
集
め
て
い
る
。

本
稿
で
は
こ
の
書
簡
を
紹
介
し
つ
つ
、
鴎
外
臨
終
の
様
子
と
遺
言
の
意

味
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
ま
ず
鴎
外
終
焉
の
年
の
事
蹟
を
時
間
軸
に
配
列

　　
ら
　

し
、

そ
れ

に
対
応

す

る
資
料

(書

簡
)

を
次

に
記

す
。

月

日

事

蹟

囲圃

太
字
は
森
鴎外

記
念
館主な資料所蔵の書簡(新資料)

銅

▼
英
国
皇
太
子
の
正
倉
院
御
物
参
観
の
た
め
奈
良
に
出
張。

奈
良
では病臥することが多くなる。

跚
▼

朝

方、

黒
い

痰
の

固
ま
り
が

出
る
。

▼
大
正
11
年
5
月
2
日
付、

志
げ
宛鴎

外
書
簡
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湘
▼

「
医

薬
を

斥
く
る

書
」

を

書
き
上

げ

賀古

に

送

付。

▼
賀
古
に
よ
る
写
(
大
正
11
年
5
月
26
日
付、

賀古

宛
鴎
外
書
簡)大正11年7月29日加藤拓川宛賀古書簡に同封

明

朋
▼

こ

の
日

よ
り

欠

勤。

㎜
▼

妻
志
げ
に

泣

き
つ

か

れ
、

初
め
て

検

尿
を

賀古

に

届
け

る。

▼

大
正
11

年
6

月
19

日

付、

賀
古

宛
鴎

外
書

簡

湘
▼

部
下
の

吉
田

増

蔵
に

「
元

号
考
」

の
こ

と

を

託
す
。

▼

「
委

蛇
録
」

大
正

11

年
6

月
20

日
の

条

湘
▼
ベ

ル

リ
ン

の

長

男於

菟
へ

書簡

を

送
る

(
志

げ

代筆

)
。

▼

大
正
11

年
6

月
26

日

付、

於

菟宛

鴎

外
書

簡

湘
▼
初
め
て
額
田
晋
博
士
の
診
察
を
受
け
る
(
萎
縮
腎、

肺結

核
の
病状もあったが家族のため結核は伏せられる)。「森非常二やせタレトモ気分ハヨシト申候」

▼
大
正
11
年
6
月
29
日
付、

加
藤
拓
川
宛
賀古

書
簡

跚
▼

こ

の
日
よ

り

日

記
は
、

吉
田

増

蔵
が

代筆

。

▼

「
委

蛇
録
」

大
正

11

年
6

月
30

日
の

条

田
▼
電
話
で
親
友
賀
古鶴

所
を
呼び

、

遺
言
ロ
述。「森病重けれとも断然医薬を避

く」

▼
鴎
外遺

言
書▼大正11年7

月
6
日
付、

加
藤
拓
川
宛
賀
古
書
簡

四
▼
天
皇
皇
后
両
陛
下
よ
り
葡
萄
酒
を
下
賜
さ
れ
る。

夜
よ
り
昏
睡。

▼
天
皇
皇
后
両
陛
下
か
ら
の
見
舞
い
状

田
▼
摂
政
宮
殿
下
(
昭
和
天
皇)

よ
り
御
見舞

い
品
を
下
賜
さ
れ、

従二位に叙せられる。「森之病況一進一退二候へとも漸々危篤の境二入らんといたしあり」

▼
大
正
11
年
7
月
8
日
付、

加
藤
拓
川
宛
賀
古
書
簡
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用

四
▼
午
前
7
時
死
去。

病
名
は
萎
縮
腎
と
発
表、

法
号
は
貞献

院
殿
文穆思斉大居士。防腐剤を注入。新海竹太郎がデスマスク作成。午後8時に納棺。遺族、博物館、図書寮の関係者で通夜。

㎜
▼
遺
族
及
び
鶴
田
禎
次
郎、

矢
島
柳
三
郎、

入
沢
達
吉、

姉崎

正
治、馬淵冷佑、桂湖村氏夫人、辰野政雄、蟲明久平、山田常治、日下部重太郎、浜隆一郎、溝口禎二郎、吉田増蔵らが通夜。

田
▼
最
後
の
通
夜
は
賀
古、

永
井
荷
風、

与
謝
野
寛
の
連
名
の
通
知
状により多くの文士が来訪。

㎜
▼

谷中

斎
場
で

葬
送
。「森ハ覚

者
と

し
て

没
し

た

り」

▼
大
正
11
年
7
月
12
日
付、

加藤

拓
川
宛賀

古書

簡

㎜
▼
向
島
弘
福
寺
に
埋
葬。

湘
▼

「
森
は
九
日午

前
七
時
二
絶
息
い
た
し
候」

▼
大
正
11
年
7
月
14
日
付、

加
藤
拓
川宛

賀
古
書簡

朋
▼

「森

家
之
仏事

も
今
明
両
日
に
て
済
み
可
申候

」

し
よと

▼
大
正
11
年
7
月
15
日付

、

加
藤拓

川
宛
賀古

書簡

㎜
▼

「
森
の
医
薬
を
避
く
る
書牘

今
晩
漸
く
写
し
候
ま
》

拝呈仕候」

▼
大
正
11
年
7

月
29
日
付、

加
藤
拓
川
宛
賀
古書

簡
(
大
正
11
年
5月26日付、賀古宛鴟外書簡の写を同封)
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明

蝦

▼

各
文
芸
雑
誌
鴎
外
追
悼
号
を
発
行。

▼

雑
誌

「
明
星
」

「

新
小

説」

「
三

田

文

学」

躙

∀

「
別
紙
森
の
遺
言
ハ
乍
遺
憾充

分
に
ガ
ン
バ
ル
事能

ハざりしが其筋へ不敬二渡らぬ程度二切り上げ申候」

▼
大
正
11
年
8
月
2
日
付、

加
藤
拓
川
宛
賀
古
書
簡
(
遺
言
の
写
を同封)

湘
▼

「
か
た
ら
む
友
は
は
や
失
せ
行
き
て」

▼
大
正
11
年
8
月
13
日付

、

加
藤拓

川宛

賀
古
書簡

0

医
薬
を
排
す
る
鴎
外

鴎
外
は
大
正
十

一
年

(
一
九
二
二
)
春
か
ら
体
調
を
崩
し
て
い
た
が
、
英

国
皇
太
子
の
正
倉
院
参
観
の
た
め
四
月
三
十
日
か
ら
五
月
八
日
ま
で
奈
良タ

ン

へ
出
張

し

た
。

五
月

二
日
付

志
げ

夫
人

宛
書
簡

の
中

に

「
け
さ

は
黒

い
痰

の
か

た
ま

り
出

る
気
管

支
が

よ
く

な

い

の
で
は
な

い
か
と

お
も

ふ
」

と
報

じ

て

い
る
。

五
月

二
十

六
日

付

で
鴎
外

は
賀
古

鶴

所
宛

に
上

野
博

物
館

か

ら

速
達

を
出

し

て

い
る
。
全

文
を

次

に
翻
刻

す

る
。

昔
支

那

二
神

ト

ガ
ア

ツ

タ
人

ヲ
見

テ
其

人
ガ
何

年

何

月
何

日

二
何

事

デ
死

ヌ

ル
ト

云
「

ガ

ワ
カ

ツ
タ
若

シ
人

ガ

ソ

レ
ヲ
聞

ク

ト

ソ

レ
ガ
・10
ノ

全

幅

ヲ
占
領

シ
テ
ソ

レ
ヨ
リ

外

ノ
事

ハ
考

ヘ
ラ

レ
ナ
イ
医

者

ノ
診

察

モ
之

二
似

テ

ヰ

ル

例
之

ハ
胃

嵒

ト
キ

マ
ル
イ
カ

ナ

ル
聖

賢
デ

モ
其

時

カ
ラ
胃

嵒

ト
云
「

ヲ
念

願

ヨ
リ
遠

ザ

ケ

ル
「

ハ
出

来

マ
イ

シ
カ

シ

胃
嵒

ナ
ド

バ
カ

マ

ハ
ズ

ニ
オ
カ

ゥ

ト

シ
テ

モ
ア

バ

レ
出

ス
カ
ラ
自
然

ニ
ワ

カ

ル
必

ズ

シ

モ
医
者

ヲ

マ
タ

ナ
イ
千

万

人

ノ
老

若

男

女

ガ
皆
平

気
デ

其

日

々

々
ヲ

ク
ラ

シ
テ

ヰ

ル
ノ

ハ
自

己

　

　

　

　

ノ
内
部

ト
未

来

ト
ヲ
知

ラ

ヌ

カ
ラ
デ

ア

ル
ト

コ
ロ
ガ
内

部

二

何
物

カ
ガ
生

ジ

テ
ア

バ

レ
出

ス

ノ
ン

キ
ナ
凡
夫

モ
平
気
デ

ハ

ヰ

ラ

レ
ナ
ク

ナ

ル
ソ

コ
デ

人

二
話

ス
医

者

ニ
カ

カ

ル
真

ノ
勺
㌣
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9

。
δ
ひq
雪

び
再

甲

。
N
①
ω
ω
ヨ
リ
心
持

ガ
大
挫

折

ヲ
蒙

ル
コ

≧
二

病

人

ノ
極
印

ガ
打

タ

レ
ル

シ
カ

シ
医
者

二
其

即

o
N
①
ω
ω

ガ

ワ
カ

ル
「

モ
ア

ル
ワ
カ

ラ

ヌ
「

モ
ア

ル
名
医

デ
掌

二
指

ス

ゴ
ト

ク

ニ
ワ
カ

ツ
タ
ト

ス

ル
前
途

ノ
経
過

モ
ワ
カ

ツ
タ

ト

ス
ル
サ

ウ

ス

ル
ト
上

ノ
神
ト

ニ
見

テ

モ
ラ

ツ
タ

ト
同

一
ノ
場

合

ガ

生

ズ

ル

コ
レ
ガ
人

生

ノ
望

マ

シ
イ
事

デ

ア
ラ

ウ
カ
仮

二

僕

ガ
明

日
電
車

カ
ラ

オ

チ

テ
頭

ヲ

ワ
ツ

テ
死

ヌ

ル
「

ヲ

前

知

シ
タ

ト

ス
ル
ソ

シ
タ

ラ

半
出

来

ノ
著
述

ヲ
ド
ウ

シ

ヨ

ウ

ト

カ
子
供

ノ
「

ヲ
誰

ニ
ド

ウ

云

ツ
テ
タ

ノ

マ
フ
ト

カ
非

常

二
忙

シ
イ
考

ガ
動

ク
デ

ア
ラ

ウ
ソ

シ
テ
虚

心

二
考

ヘ
ル
ト

ソ

レ
ガ
ナ

ン

ニ
モ
用
立

タ

ヌ
デ

ア
ラ

ウ
前
知

セ
ズ

ニ
ヰ

テ
死

ヌ

ル
ト

同

一
デ

ア
ラ
ウ

僕

ノ
左
智

二
何

物

カ
ガ

ア

ル
卒
業

ノ
年

二
智

膜

炎

.ヲ
ヤ

ツ
タ

ア
ト
デ
寒

ゴ

ト

ニ
チ

ク
く

イ
タ

ム

ソ

レ
ガ
時

≧

ω
》
彗
ニ
ヨ

ヲ
出

ス
気
管

支

炎

ニ
ナ

ル
近
年

ハ
マ
レ

ニ

》
ω夢
白
9
ラ

シ
イ
咳

嗽

ニ
ナ

ル
「

モ
ア

ル
腎

ニ
モ
何

物

カ

ガ

ア

ル
ダ

ラ
ウ
今

コ

レ
ヲ
医

者

ニ
ミ

セ

ル
智

モ
腎

モ
健
全

ダ

ト
云

ハ
ヌ
「

ハ
明
白
デ

ア

ル

コ

レ

マ
デ
何

物

カ
ガ

ア

ツ
タ
ノ

ガ

一
変

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

シ
テ

ハ
ツ
キ

リ
何

々
ガ
何

ノ
程

　

　

む

　

度

ニ
ア

ル
ト

ナ

ル
仮

二
医
者

ハ
エ
ラ

イ
.ト

ス

ル
間

違

ハ
ナ

イ
ト

・
ス
ル
ソ

コ
デ
僕

ノ
精

神
状

態

ガ

ヨ
ク

ナ

ル
カ

ワ
ル
ク

ナ

ル
カ

僕

ハ
無

修
養

デ

ハ
ナ
イ
.

生
死

ノ
問

題

モ
多
少
考

ヘ
テ
ヰ

ル
又
全

然
無

経
験

デ

モ
ナ
イ

死

ヲ
決

シ
タ
「

モ

ア

ル

シ
ガ
シ
内

部

ノ
キ
タ

ナ

ラ

シ

イ

モ
ノ
ト
其

作
用

ノ

ス

ス
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ム
速
度

ト
ヲ
知

ツ
タ

ラ
之

ヲ
知

ラ

ヌ
ト
同

ジ
ヤ

ウ

ニ
平

気

デ

ハ
ヰ

ラ

レ

マ
イ
即

チ
精

神

状
態

ノ

ワ

ル
ク
ナ

ル
「

ハ

明

デ

ア

ル
ソ

ン
ナ
ラ
之

ヲ
知

ツ
テ
用

心

ス

ル
廉

≧
デ

モ
ア

ル

カ

女
、
酒

、
烟

草
、

宴
会

皆
絶

対

ニ
ヤ

メ
テ
ヰ

ル
此

上

ハ

役

ヲ
退

ク
「

ヨ
リ
外

ナ

イ

シ

カ

シ

コ
レ

ハ
僕

ノ
目

下

ヤ
ツ

テ

ヰ

ル
最
大

著
述

(中

外
元

号
考

)

二
連

繋

シ
テ
ヰ

ル

コ
レ
ヲ
ヤ

メ

テ

一
年
長

ク
呼

吸

シ
テ
ヰ

ル
ト

ヤ
メ
ズ

ニ

一
年

早

く
此

世

ヲ
オ

イ
ト

マ
申

ス
ト
ド

ツ

チ
ガ

イ
イ

カ
考

物

デ

ア

ル
又
僕

ノ
命

ガ
著

述
気

分

ヲ

ス
テ

テ
延
ビ

ル

カ
ド
ウ

カ
疑
問

デ

ア

ル

コ

コ

ニ
ド

ン
ナ
名
医

ニ
モ
見

.

テ
モ
ラ

ハ
ナ

イ
ト

云
結
論

ガ
生

ズ

ル

大
正

十

一
年

五

月

二
十
六

日

森
林
太
郎

賀
古
鶴
所
様(文

京
区
立
鴎
外
記
念
本
郷
図
書
館
所
蔵
)

賀
古

は

こ

の
書

簡

の
封
筒

に
貼

紙
を

し
、

そ

こ

に
「
医
薬

ヲ
斥

ク

ル
書

」

と
墨
書

し

た
。
賀

古

は

こ
の
鴎
外

の
延

命
治

療
を

拒
否

す

る
考
え

方

に
感

ず

る
所

が
あ

っ
て
、

こ

の
書

簡
を
拓

川

へ
送

付
し

た
。

当
時

鴎
外

は
す

で

に

『
帝
謚

考
』
を
完
成

し
、

『元
号

考

』
を
執
筆

中

で
あ

っ
た

。
鴎

外
書
簡

の
眼
目

は
賀
古

の
要
約

し
た

ご

と
く
、

「
医
薬

ヲ
斥

ク

ル
書
」
で
あ

る

こ
と

は
言

を
俟

た

な

い
。
鴎
外

の
こ

の
態

度

は
今

に
始

ま

っ
た
こ

と
で

は
な
く

、

若

き
日

か
ら

一
貫

と
し

て

い
る
。

鴎

外

は
明
治

十

四
年

(
一
八
八

一
)
卒
業

の
時

、
肋

膜
を

患

い
、
明

治

三

十

八
年

(
一
九
〇
五
)
日
露

戦
争

の
時

、
右

眼
弱

視
を
自

ら

発
見

す

る
。
明

治

四
十

年

(
一
九
〇
七
)
陸

軍
軍

医
総

監
、
医

務

局
長

に
就

任
す

る
直
前

、

「
胸
膜

炎
再

発

の
徴
あ

り
。

増
悪

す

る

に
至

た

ら
ざ

り
き

」
と
記

す
。
鴎

外

は
人
生

の
重

大

な
節

目

に
何

ら

か

の
病

を
患

っ
て

い
る
。

そ
れ

を
医
薬

に

頼

ら
ず

、
摂

生

に
努

め
自
力

更
生

で
病

を
克

服

し

て
き
た
。

す

で

に

『
北
条

霞
亭

』
の
続
稿

『霞
亭

生

涯

の
末

一
年
』

(大
正
九
年
+
月

～
+
年
+

一
月

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
掲
載
)
の
執
筆

中
、

霞
亭

の
死

因
を

従
来

い
わ
れ

て

い
た

脚
気

衝
心

で
は
な
く

、
萎

縮
腎

で
あ

る

と
特

定

す

る
。
鴎

外

は
自

ら

の
身
体

の
状
況

と
霞

亭

の
そ
れ

と
が
同

一
で
あ

る

こ
と

か
ら
、

死
因

を

判
断

し

て

い
る
。
鴎

外

は
す

で

に
自

己

の
疾
患

を
自

覚

し

て

い
る
。

弟

の
潤

三
郎

は

『鴎

外
森

林

太
郎
』

(昭
租
十
七
年
七
月
三
+
日
、
森
北
書
店
)
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の
中

で
、

「
兄

は
前

年

(大
正
十
年
-
山
崎
注
記
)
秋

頃

か
ら
時

々
下
肢

に
浮

腫

が

あ
り
、

家
族

は
腎

臓
病

で
は
な

い
か
と

の
疑

を
抱

い
て
尿

の
検
査

を
薦

め

た
が
、

平
素

医
者

の
診

療

は
絶
対

に
受

け

ぬ
主
義

を
固

執

し

て
、

相
変

わ

ら
ず
博

物
館

之
図

書
寮

と

に
出
勤

し

て
ゐ

た
が
、
今
年

(大
正
十

一
年
-
山

崎
注
記
)
春

流
行

性
感

冒

に
罹
り

、

そ
れ
が

こ
ち

れ

て
癒

え

ず
、

遂

に
六
月

十

五
日

か
ら
引

籠
」

る

こ
と

に
な

っ
た

と
記
し

て

い
る
。

妻

志
げ

の
懇

願
、
賀

古

の
勧

め
も

あ

っ
て
、

六
月

十
九

日
検

尿
を
賀

古

に
届

け

る
。
こ

の
日

の
賀

古
宛

書
簡

に
「僕

ノ
尿

即
妻

ノ
涙

二
候
笑

フ
可

キ

「

二
候
始

テ
体

液

ヲ
人

ニ
ミ

セ
候
」
と
記

し
た
。
翌

二
十

日

図
書
寮

の
吉

田

増

蔵
…
(
一
八
六
六
-

一
九
四

一
)
に
、

現
在

執
筆

中

の

「
元
号

考
」

の
こ
と
を

託

し

た
。

六
月

二
十

九

日
付
、

加
藤

拓
川

宛
賀

古
鶴

所
宛

書
簡

の

一
部

を
次

に
示

す
。

(傍
線
、
ル
ビ
山
崎
。
以
下
同
じ
)

説
文
解
字
森
二
示

し
候
、
珍
本
な
れ
ど
も

此
ノ
書
中
こ
も
誤
字

ア
リ
テ
後
人
ノ
匡
シ
タ
ル

も
の
ア
リ
ト
申
候
、
謝

非

常

二
や

せ
タ

レ
ト

モ
気

分

ハ
ヨ
シ
ト
申
候

又
日
ク
十
日
許
前
二
紅
絲

石
、
家

ノ
礎
石
ニ
ナ
リ

居

り
し

も

の
ト
か

に

て
誠

二
珍
重

ス
ベ
キ
研

石

ナ

リ

ト
テ

一
箇

ヲ
十
万

円

ニ
テ
御

買

ヒ
上
ゲ

ヲ
請

フ

ト
宮
内

省

二
申

出

タ

者

が

ア
リ

シ

モ
宮

内
省

ニ
ハ

ソ

ン
ナ

ム
ダ

ナ
金

ハ
無

キ
故

コ
ト

ワ

ツ
タ
云

々
、
斯

く
弄

せ
ら

れ

て

ハ
石

モ
泣

ク
デ

ア

ロ
ウ
歟
二
候
早
々

六
月
廿
九
日

鶴
所

拓
翁
梧
下

七
月
六
日
付
賀
古
鶴
所
か
ら
加
藤
拓
川
宛
書
簡
を
次
に
示
す
。
鴎
外
の

死
の
三
日
前
で
あ
る
。

拜
啓
森
病
重
け

れ
と
も
断
然
医

薬
を
避
く
親

戚
之
人
々
其
故
を

解
せ
す
頻
二
小
生
を

つ
い
て

責
む
就
而
は
森
が

医
薬
を
避
く
る

　
ユ

書
状
御
手
元
に

あ
ら

ハ
一
寸
と
御
送

り
下
さ
れ
度
候
内
々

人
々
に
示
し
責
を

免
れ
度
と
存
候

彼
れ
衰

へ
た
れ
ど
も

未
た
危
険
の
境
に
ハ

入
ら
す
精
神

ハ

如

常

二
候

粥
…ハ
ニ

碗

つ

〉
朝

よ
り
食

ひ

牛
乳
は
三
、
四
合
を
飲

み
夜
も
安
眠
候
由

二
候
彼
日
加
藤
君
ハ

酒
を
の
む
故
衰

へ
な
い
の
だ
、
か
ま
は
な
い

か
ら
シ
ガ
ー
を
吹
し

た
ま
へ
な
ぞ
い
ふ
、
元
気

に
候
但
し
訪
問
客
を

嫌
ひ
誰
に
も
逢

は

ぬ
趣

に
候

、

(中
略

)

鶴
所

七
月
六
日

拓
川
翁

梧
下

東
京
け
ふ
は
快
晴
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ナ
カ
く

あ
つ
し
犢

鼻
褌

い
つ
ち
よ
う

ら
に
て
凌
き
罷
在
候

以

上

【注
記
】

①
大
正
11
年
5
月
26
日
付

賀
古
宛
鴎
外
書
簡
。

次
に
七
月
八
日
付
賀
古
か
ら
拓
川
宛
書
簡
を
掲
げ
る
。
鴎
外
の
死
の
前

日
で
あ
る
。

　
ユ

ニ
日
之
御
書
二
陶
詩

　
　

御
認
め
下
さ
れ
十
九
郎

に
郵
送
方
御
命

じ
の
由
未
だ
到

来
致
さ
す
日
～

ま
ち
か
ね
あ
り
申
候

森
之
病
況

一
進

一
退

二
候

へ
と
も
漸

々
危
篤
の
境
二
入

ら

ん
と

い
た

し
あ

り

　
ヨ

気

早
き
新

聞
紙

ハ
既

二

「
死
」

を
伝

へ

申

候

、
実

ハ
死

後

之
後

を

も
当
人

よ

り
託

セ
ラ

レ
タ

ル

件
あ
り
旁
彼

之
医
薬
を
避

　
ぺ

く
る
書
状
御
手

元
二
有
之
候
ハ
穿

此
際
御
送
附

下
さ
れ
度
重
ね
て

申
請
ひ
候
種

々
と
彼
が
親
類
問
二
小

う
る
さ
き
事

相
生
じ
此
ヲ
解

決
す
る
二
最
必
要

を
感
し
候
委
細

ハ

他
日
拝
晤
之
節
二

譲
り
申
候
匆
々

頓
首

七
月
八
日

鶴
所

拓
翁
梧
下

　
　興

津
西
公
ヨ
リ

ゴ
モ
ヤ
ウ
イ
カ
ゴ
シ
ン

ツ
ウ
ノ
イ
タ
リ
ヲ
ミ

マ
ヒ
モ
ウ
ス

と
の
御
見
舞
状
到

来
、
新
聞
紙
を

見
て
さ
つ
速
投
せ

ら
れ
た
る
も
の
と
察
せ

ら
る
家
人
友
人

大
二
感
佩
候

飯
田
町
よ
り
ハ
且
ハ後

何
の
音
沙
汰
も
無
之
候

森

ヘ
ハ
朝
ヨ
リ
晩
迄

小
生

日
参

之
事

【注
記
】

①
西
園
寺
公
望
の
詩
。
号
は
陶
庵
。

②
加
藤
拓
川
、
ひ
さ
の
長
男

③
大
正
11
年
7
月
9
日
付

(7
月
8
日
夕

刊
)
「国
民
新
聞
」

④
大
正
11
年
5
月
26
日
付
賀
古
宛
鴎
外

書
簡さ

い
お
ん
じ

き
ん
も
ち

⑤
西
園
寺
公
望

く
一
八
四
九
1

一
九
四

〇
V
政
治
家
。
日
露
戦
争
後
政
権
を
担
当
。

鴎
外
は
独
逸
留
学
時
代
に
面
識
が
あ
り
、

西
園
寺
が
主
宰
す
る
雨
声
会

に
も
出
席

し
て
い
る
。
西
園
寺
の
別
邸

(坐
漁
荘
)

は
、
静
岡
県
蒲
原
郡
興
津
清
見
寺
に
あ

っ

た
。

七
月
六
日
、
七
月
八
日
の
書
簡
に
見
え
る
ご
と
く
、
五
月
二
十
六
日
の

鴎
外
の
書
簡
、
「医
薬
ヲ
斥
ク
ル
書
」
の
返
却
を
再
度
催
促
し
て
い
る
。
医

薬
に
よ
る
治
療
を
希
望
す
る
森
家

一
族
の
肉
親
の
情
と
、
医
薬
を
排
す
る

意
志
を
固
守
す
る
賀
古
の
苦
渋
に
満
ち
た
立
場
が
窺
わ
れ
る
。
鴎
外
の
長

子
於
菟
は
独
逸
留
学
中
で
あ

っ
た
が
於
菟
の
妻
富
貴
の
実
家
は
医
者
で
あ

り
、
鴎
外
妹
喜
美
子
の
夫
は
東
大
医
学
部
教
授
の
小
金
井
良
精
で
あ
る
。

鴎
外
は
七
月
九
日
午
前
七
時
、
自
宅
で
死
去
し
た
。
七
月
十
日
、
午
前
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十
時
か
ら
三
男
類
が
喪
主
と
な
り
告
別
式
を
行
っ
た
。
十
二
日
午
前
十
時

向
島
の
弘
福
寺
日
向
義
角
師
に
よ
り
棺
前
の
読
経
の
後
、
午
後

一
時
霊
柩

、車
で
谷
中
斎
場
へ
向
か
い
、
同
斎
場
で
仏
式
に
よ
り
葬
儀
を
行
い
、
日
暮

里
火
葬
場
に
て
荼
毘
に
付
し
た
。
十
三
日
骨
上
げ
を
行
い
、
遺
骨
を
向
島

弘
福
寺
に
埋
葬
し
た
。

法
名
は
日
向
義
角
師
に
よ
っ
て

「文
林
院
殿
鴎
外
仁
賢
大
居
士
」
と
付

け
ら
れ
た
が
、
「浜
野
知
三
郎
か
ら
仁
賢
は
帝
謚
に
あ
る
か
ら
避
く
べ
し
と

　　
　
　

の
意
見
が
出
で
」、
遺
族
か
ら
桂
湖
村
に
相
談
し
、
「貞
献
院
殿
文
穆
思
斎

大
居
士
」
と
し
た
。
大
正
十
二
年

(
一九
二
三
)
九
月
の
関
東
大
震
災
で
弘

福
寺
が
全
焼
し
た
た
め
、
昭
和
二
年

(
一
九
二
七
)
十
月
二
日
、
三
鷹
村
字

下
連
雀
の
黄
檗
宗
霊
泉
山
禅
林
寺
に
改
葬
さ
れ
た
。

こ
の
葬
儀
の
様
子
を
賀
古
は
拓
川
に
次
の
様
に
報
じ
て
い
る
。

　
ユ

森
医
薬
を
避
く

る
文
を
巻
き

こ
み
た
る
御
状
到

来
、
君
の
今
尚

健
康
を
保
つ
は

ま
つ
た
く
酒
と
い
ふ
妙

薬
を
用

ひ
能

ふ
故
と
思
は
る

酒
の
肴

こ
す
ル
ニ

同
然
な
る
食

品

の
製

し
方
を

一
両

日
中

二
　

　
寿

子

二
申

し

や

る

べ
し

さ
て
森

ハ
覚
者

と
し

て
没
し

た

り
、
没

後

数

日
な
ら

ぬ
隙

間

を
観
ず

る

二

役
所
の
人
々
は
恰
も

親
父
を
失
ひ
た
る
が

如
く

狼
狽

、
至

誠

以
て
事
を
措
置
し

く

れ
為

め

二
細
大

・

円
滑
二
け
ふ
の
葬

儀
を
済
す
こ
と
を

得
た
り
僕
が
手

を
つ
い
て
い
ん
ぎ
ん

二
挨
拶
す
る
や
つ

程
ソ
レ
ダ
ケ
た
ま
ら
ぬ

変
奴
此
ノ
愚
劣

奴
、
森
が
ゐ
た
ら
バ

横
つ
ら
を
ブ
ン
ナ
グ

ツ
て
や
る
べ
き
や
つ
昨

夜
文
士
つ
ど
ひ

来
り
最
終
の

つ
う
や
は
此
の

文
学
者
に
て
席

を
占
領
い
た
し

候
雅
兄
此
地
二

あ
ら
バ
と
惜
し
く

お
も
ひ
候
、
け
ふ
六

日
メ
ニ
初
め
て
家

の
食
卓
に
向
か
ひ

大
根
お
ろ
し

ど
ぶ
漬
二
一
杯

又

一
杯
遂
に

三
陶
を
倒
し
候

久
し
ぶ
り
の
酒
ハ
ま
た

格
別
に
ウ

マ
ク
覚

え
候
○
森
が
事

,

二
付
き
て
は
改
便

尚
可
申
上
候

○
新
聞
紙
が
森
の

病
篤
を
報
ズ
ル

　
ヨ

ヤ
西
公
て
い
重

な
る
電
文
を
寄

せ
ら
る
、
森
死
ス
ル

ヤ
又
誠
意
を

打
電
せ
ら
る
其

文
を
読
み
て
涙
を

た
れ
た
る
文
士
数

人
ア
リ
○
牧
野

宮
相
森
没
後

一

日
だ
ん
ご
坂
の
家
を

訪
ハ
ル
文
士
大
歓

　
ユ

若
し
陶
庵
公
二
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出
会
す
る
事
あ
ら
ハ

森
が
為
め
謝

辞
を
述

べ
下
さ
れ

度
候
○
飯
田
町

其
後
音
沙
汰

な
し

鶴

七
月
十
二
日

拓
川
翁

梧
下

一
日
も
早
く
御
上

京
を
請
ふ
心

さ
び
し
く

覚
候

以
上

【注
記
】

①
大
正
11
年
5
月
26
日
付
賀
古
宛
鴎
外

書
簡

②
加
藤
拓
川
の
妻
。
樫
村
清
徳
・永
の
長

女
。
な
お
、
樫
村
永
は
賀
古
鶴
所
の
夫
人

け
い
子
と
姉
妹
。

③
西
園
寺
公
望

④
西
園
寺
公
望
の
号

次
に
七
月
十
四
日
付
、
加
藤
拓
川
宛
賀
古
書
簡
を
示
す
。

御
書
拝
見
仕
候
森

は
九
日
午
前
七
時
二

絶
息

い
た
し
候

葬
式
万
端
博

物
館
と
図
書

寮
ノ
人
々
己
が
事

の
や
う
に
誠
意
を

尽
く

し

て
や

つ
て
く

れ

と

ゴ
こ
ほ

り
無

く

相
済
み
申
候
文

書
掛
ハ
与
謝
野

寛
、
平
野
万

里
、
永
井
荷
風

が
担
当
○
ソ
レ
ニ
親

族
に
ハ
小
金
井

良
精
あ
り
こ
れ
が
相

談
相
手
こ
な
り
候

ど
う
や
ら
家
の
あ
と

始
末
迄
や
ら
ず
バ

な
ら
ぬ
も
や
う
な
り

こ
れ
ハ
実
に
大
迷
惑

注
1

な
り
○
森
の
書
確

に
拝
受
親
類

の
も
の
に
示
し
候

随
分
わ
か
ら
ぬ
も
の

も
あ
り
て
閉
口
い
た
し

候
、

雅
兄
に
ハ
ど
う
ぞ
養

生
を
切
二
頼
み
申
候

注
2

青
山
森

二
逝
か
れ

唯
兄

一
人
の
ミ
が

心
友
に
候

飯
田
町
よ
り
昨
十
三
日
晩

マ
マ
ア
ト
正
五
が
や
つ
て

く
る
筈
に
な
り
居
り

し
が
正
吾
は
盆

で
会
社

が

い
そ

が
し

い

と
か

い

ひ
、

小
生

も
森

家

の
件

で
小

金
井
迄

会

談

の
約

あ

り

て
さ
し

つ
か

へ
遂

に
正
五
等

と

会
話

せ
ず

、

明

晩

あ
た

り
会

し
得

べ
く
と
存

し
候

月
末

頃

に

ハ
御

上
京

」

之
由

待

ち
上
居

申
候

早

々

鶴

所

七
月

十

四
日

拓

川
様

梧

下

【注
記
】

①
大
正
11
年
5
月
26
日
付
賀
古
宛
鴎
外

書
簡

②
青
山
胤
通
〈
一
八
五
九
ー

一
九

一
七
〉

東
大
教
授
、
医
学
博
士
。
鴎
外
、
賀
古
の

親
友

一85一



七
月
十
五
日
付
の
拓
川
宛
書
簡

(部
分
)
を
示
す
。

陶
詩
御
認
め
下
さ
れ

有
り
難
く
候
近
日
御
上

京
之
由
待
ち
上
候

森
家
之
仏
事
も

今
明
両
日
に
て
済
み

可
申
候

(中

略

)

七
月
十
五
日

拓
大
人

梧
下

鶴

ヘ

へ

賀
古

は
鴎

外

の
死
を

「
覚
者

と
し

て
没
し

た
り

」

と
評
し

て

い
る
。

ま

・
さ

に
鴎

外

の
死

の
あ
り
様

は
、
今

日
言

う
所

の

一
種

の
自

然

死

で
あ
り

、

延
命

医
療

に
も

一
石
を
投

ず

る
問

題
を

も
含

ん

で

い
る
。
見
事

な

死

の
あ

り
様

が
、

「
覚

者
」
と
し

て
表

現
さ

れ

て

い
る
。

こ
れ
が
鴎

外

の
死

の
形

で

あ

る
。

⇔

遺
言
ロ
述

の
実
状

賀

古
鶴

所

は

『通

夜
筆

記
』

(「明
星
」第
二
巻
第
三
号
、
大
正
+

一
年
八
月

一
日
)

に
於

い
て
、
鴎

外

の
臨
終

の
様

子
を
次

の
様

に
伝
え

て

い
る
。

六

日

の
朝

電

話
を
掛

け

さ

せ
て
、

「
気
分

が
好

い
か
ら
来

て
く

れ
」

と
云

ふ

の
で
行

く

と
、
「
自

分

は

一
個

の
石

見

の
人
、
森

林
太

郎

で
死

に
た

い
。

死
ん

だ
以
上

総

て

の
事

は

お
上

へ
対

し
無
礼

に
な
ら

な

い

や
う

に
し

て
く

れ
。
墓

標

は
不
折

君

に
書

い
て
貰

つ
て
く

れ
。
単

に

「
森
林

太
郎

墓
」
と
し

て
、

そ
れ

に

一
字

も
加

へ
て
く

れ

る
な
L
と
私

に
遺
言
し
、
其
夜
か
ら
漸
次
昏
睡
状
態
に
入
り
、
九
日
の
朝
七
時
に

絶
息
い
た
さ
れ
ま
し
た
。

賀
古
の
言
説
の
検
討
は
後
に
す
る
が
、
鴎
外
の

「遺
言
」
を
次
に
記
す
。

余
ハ
少
年
ノ
時
ヨ
リ
老
死
二
至
ル
マ
デ

一
切
秘
密
無
ク
交
際
シ
タ
ル
友

ハ

賀
古
鶴
所
君
ナ
リ
コ
〉
二
死
二

臨
ン
テ
賀
古
君
ノ

一
筆
ヲ
煩
ハ
ス

死
ハ
一
切
ヲ
打
チ
切
ル
重
大
事

件
ナ
リ
奈
何
ナ
ル
官
権
威
力
ト

憲

雖
此
二
反
抗
ス
ル
事
ヲ
得
ス
ト
信
ス

余

ハ
石
見
人
森
林
太
郎
ト
シ
テ

死
セ
ン
ト
欲
ス
宮
内
省
陸
軍
皆

縁
故
ア
レ
ド
モ
生
死
ノ
別
ル
〉
瞬
間

ア
ラ
ユ
ル
外
形
的
取
扱
ヒ
ヲ
辞
ス

森
林
太
郎
ト
シ
テ
死
セ
ン
ト
ス

墓
ハ
森
林
太
郎
墓
ノ
外

一

字
モ
ホ
ル
可
ラ
ス
書

ハ
中
村
不
折
二

依
託
シ
宮
内
省
陸
軍
ノ
栄
典

ハ
絶
対
二
取
リ
ヤ
メ
ヲ
請
フ
手
続

ハ

ソ
レ
ソ
レ
ア
ル
ベ
シ
コ
レ
唯

一
ノ
友
人
二
云

ヒ
残
ス
モ
ノ
ニ
シ
テ
何
人
ノ
容
喙
ヲ
モ
許
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サ
ス

大
正
十

一
年
七
月
六
日

森
林
太
郎男友

人
総
代

森
林
太
郎
言

(拇
印
)

賀
古
鶴
所
書

於
菟

賀
古
鶴
所

(文
京
区
立
鴎
外
記
念
本
郷
図
書
館
所
蔵
)

ま
ず
注
意
し
た
い
の
は

「遺
言
」
正
文
の
六
行
目
に
訂
正
文
字
が
あ
る

ヘ

へ

こ

と
で
あ

る
。

始

め

「
官
権

力

ト
」
と
書

か
れ
、

「官

憲
威

力

ト
」
に
書

き

改

め
ら

れ
た
。

始

め

の

「
ト
」

の
上

に

「
力
」

と
重

ね

て
書

き
、
そ

の
下

に

「
ト
」

を
加

え

て

い
る

の
で
、
文
字

の
配
列

が

「
ト
」

だ

け

一
字

下
が

っ
て

い
る
。
墨

の
色

か
ら
書

き
上
げ

た
後

、
拇

印
を
押

す
前

に
賀

古

が
確

認
を

求

め
た
際

訂
正

し

た
も

の
と
思

わ

れ
る
。
勿

論

、
従

来

こ

の
訂

正

は

鴎
外

の
意

志

と
思

わ
れ

て
来

た

。

賀
古

は
七
月

二
十

九

日
付

で
拓

川

に
書
簡

を
送

る
。
次

に
記

す
。

こ

の

書

簡

に
添

え

て
七
月

に
返
却

を

請
う

た
鴎

外

の

「医

薬

ヲ
斥

ク

ル
書

」

(五

月
二
十
六
日
付
、
鴎
外
か
ら
賀
古
宛
書
簡
)
を
筆

写

し

て
、
送
付

し

て

い
る
。

　
ユ

拝
啓
森
の
医

し
よ

薬
を
避
く
る
書

と
く牘

今
晩
漸
く

写

し
候

ま

〉
拝

呈

仕
候
書

中

b
9
けげ
巳
O
ひq
δ
O
げ
Φ
『
℃
『
O
N
Φ
ωω
ハ

医

学
上
各

国

普

通
之
語

に
て

病
理
的
作
用

又
1
1
1
変
化

又
病
原
物
な
ぞ

種
々
な
る
意
味
を

含
み
候
仮
二
病

変
と
訳
し
置

き
申
候
○
腹
中

漸
く
復
常

十
数
日
ぶ
り
に
て

さ
ん

今
晩

一
盞
相

試
候
イ
ヤ
甘
露

々
々
容
易

二
死

な
れ
ず
と
覚

悟
仕
候

早
々

鶴
所

七
月
廿
九
日

拓
翁
梧
下

【注
記
】

①
大
正
11
年
5
月
26
日
付
賀
古
宛
鴎
外

書
簡

次
に
遺
言
の
口
述
、
筆
記
の
状
況
に
触
れ
た
八
月
二
日
付
、
拓
川
宛
賀

古
書
簡
を
示
す
。

一87一

与
謝
野
寛
氏
の

明
星
並
三
二
田

文
学
の
鴎
外

先
生
追
悼
号
、

け
ふ
郵
送
セ
し
め
候

　
ヱ

し
よ

明
星

に

ハ
森

ノ
書

・

と
く牘

を
出

し
候
、

 注
2別

紙
森
の
遺
言

ハ

い
か
ん
な
が
ら

乍
遺
憾
充
分
に

ガ
ン
バ
ル
事
能

ハ

ざ
り
し
が
其
筋

へ

不
敬
二
渡
ら
ぬ
程

度
二
切
り
上
げ
申
候

病
中

ハ
畏
ク
モ

両
陛
下
、
摂
政
宮

及
宮
様
方
よ
り
ソ
レ
く

御
見
舞
品
を
賜

る
、



没
後

ハ
皇
太
子
殿

下
伏
見
宮
よ
り
御
く
わ
し

を
賜

ハ
る
閑
院
宮

ヨ
リ

ハ
代
弔
を
千
朶

山
房

二
つ
か
は
さ
る
、
又

宮
中
よ
り

御
料
理
を
賜
は

る
○
谷
中
斎

場

ヘ
ハ
各
宮
殿
下

ヨ
リ
御
代
拝
を

給
ハ
る
と
の
事
な
り
し
が

こ
れ

ハ
御
こ
と
わ
り
申
上
げ

し
に
、
十
五
の
各
宮
様
、

秩
父
宮
様
を
初
と
し
て
、

丈
程
の
シ
キ
ミ

一
対
づ

〉
を
賜
ハ
る
森
が

柩
の
左
右
二
此
の
シ
キ
ミ

林
立
す
、
柩
上
に
ハ

不
折
所
書

「森
林

太
郎
柩
」
の
銘

旗
下
垂
す
、
仏
葬

式

ナ

リ

シ
ガ
実

に
神

々
し

か
り

き
大
官

学
会

、
文

会
書

肆
、

友
人

、
帝

国
坐

、
歌

舞

伎

等

所
贈

の
花

輪

ハ
会

葬
者

の
後
方

や
門

外

に
列
す

、
会

者

二
千
余

と

い
ふ

八

月

二
日

鶴

所

拓
川

翁
梧

下

【注
記
】

①
大
正
11
年
8
月
1
日
発
行
雑
誌

「
明

星
」
第
2
巻
第
3
号
に

「森
林
太
郎
先
生

書
牘

(其

一
)
」
と
題
し
て
大
正
11
年
5
月

26
日
付
賀
古
宛
鴎
外
書
簡

「医
薬
を
避
く

る
書
」
を
掲
載
。

②
大
正
11
年
7
月
6
日
の
遺
言
の
写

賀
古
は
こ
の
書
簡
に
添
え
て
、
鴎
外
の
遺
言
の
写
を
送
付
し
て
い
る
。

「
遺
言

」

正
文

と

の
相

違

を
示

す
。

賀 森 云 コ ホ古 林
ヒ レ ル

鶴 太 残 唯 可
所 郎 ス ー ラ
書 言 ノ ス

遺

墓
文

賀 森 云 唯 彫
古 林 ヒ ー ル
鶴 太 遺 ノ 可
所 郎 ス ラ
書 言 ス
ク フ

賀
古

安
手

z
..,

正
文

の

「
コ

レ
唯

一
ノ
」

の

「
コ
レ
」

が
欠
落

し

て

い
る
以
外

は
文

言

は
同

じ

で
あ

る
。

賀
古

は
鴎

外
遺

言

の
手
控

え
を

所
持

し

て

い
た

と
考

え

ら

れ

る
。
拓

川
宛

の
遺

言

の
写

の
最
後

に
賀
古

は

「
翌

七
日
午

後

昏
睡

、

水
ダ

ニ
下

ラ

ス
九

日
朝

七
時
絶

息

ス
、
」

と
書

き
加

え

て

い
る
。

八
月

二
日

の
書
簡

を
再

度
読

み
返

し

て
見

る
。

そ

こ
に
は

「
別
紙

森

の

　

　

コ

の

　

　

　

　

コ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

 
遺
言

ハ
乍
遺

憾

充
分

に
ガ

ン
バ

ル
事
能

ハ
ざ

り
し
が

其
筋

へ
不
敬

二
渡
ら

ぬ
程

度

二
切

り
上
げ

申

候
」

(傍
点
、
山
崎
)
と
記
述

さ
れ

て

い
る
っ

こ

の
記

述

か
ら
、
鴎

外

の
遺

言

の
内

容

に
賀
古

の
意

志

が
介

入
し

て

い
る
可
能

性

が
濃
厚

で
あ

る
。

「
十

分
頑

張

る
こ
と

が
出
来

な

か

っ
た

こ
と

は
、
は
な

は
だ
残

念

で

は
あ

る
が
」

と

い
う
記

述

に
於

い
て
、
賀

古

は
何

を

「
頑
張

る

こ
と
」

が
出
来

な

か

っ
た
と
言

う

の

で
あ

ろ
う

か
。

「
不

敬
」
云

々
か
ら
、

鴎
外

遺
言

中

に

あ

る

「
奈
何

ナ

ル
官

憲
威

力

ト
雖

此

二
反
抗

ス

ル
事

ヲ
得

ス
ト
信

ス
」
、

ま

た

は
、

「宮

内

省
陸
軍

ノ
栄

典

ハ
絶
対

二
取

リ

ヤ
メ

ヲ
請

フ
ゼ
と

い
う

文
言

一88一



を

入
れ
ざ

る

を
得

な

か

っ
た
事

と

も
推
測

で
き
る
。

い
ず

れ

に
し

て
も
、

賀
古

に
と

っ
て

「遺

憾
」

で
あ

っ
て
も
、

鴎
外

に
と

っ
て
自
身

の
言

葉

を

削
除

さ

せ
な

か

っ
た
事

の
意
味

は
大

き

い
。

ま
た
、

書
簡

は

「
其
筋

へ
不

敬

に
及
ば

な

い
程
度

」

に

「
切

り
上
げ

」

た

と
報

じ

て

い
る
。

「
其
筋

」

「
不
敬

」
の
言

葉

が
指

し
示

す
も

の
は
何

か
。

そ
し

て
鴎

外

の

口
述

は
、

現
行

の
遺

言
以

外

の
言
辞

の
あ

っ
た
可
能

性

さ

え
窺

わ

せ
る
。

両
者

の
せ
め
ぎ

合

い

の
中

で
、

作
成

さ

れ
た

と
思

わ
れ

る

鴎
外

の
遺

言

の
意
味

は
、

新
た

に
問

い
直

さ
な

け

れ
ば
な

ら
な

い
。

国

遺
言
の
深
意

鴎

外

の
遺
言

は
長

男
於

菟
宛

に
な

っ
て

い
る
が
、
家

族
向

け

の

く
私
V

的
な

も

の
で

は
な

い
。
天

下
国
家

宛

の

〈
公
〉
的

な

も

の
で
あ

る
。

〈
私
〉

的
な

も

の
は
、

明
治

三
十

七
年

(
一
九
〇
四
)
日
露

従

軍

に
あ
た

っ
て
の
遺

言
を

大
正

七
年

(
一
九

一
八
)
に
書

き
改
め

た
。

こ

の
遺

言

が
有
効

性

を
持

っ
て

い
る
。

〈
公

〉
的

な
鴎

外

の
遺

言

の
底
流

に
は
、

あ

る
劇

し

さ
が

あ

る
。

不

満

の

意

が

あ

る
。
咆
哮

す

る
獅

子

の
荒

ぶ
る
心

が
あ

る
。

死

に
臨

ん

で
何

に
対

す

る
怒

り

な

の
か
。
例

え
ば

次

の
よ

う
な

見
解

が
あ

る
。

鴎
外

は
男
爵

が

欲

し

か

っ
た
。

同
級

生

で
陸

軍

軍
医
総

監
医

務
局

長

の
職

に
あ

っ
た
鴎

外

の
前

任
者

、
小
池

正
直

は
男

爵

を
得

て

い
る
。
受

爵

に
な

ら
な

か

っ
た
鴎

外

の
不
平

不
満

が
、
遺

言

に
表

わ
れ

て

い
る
と
言

う
。

さ

ら

に
、
男
爵

が
欲

し

か

っ
た
が
、

受
爵

に
な
ら

な

か

っ
た
場

合
、

鴎

外

の
自

尊

心
が
傷

つ
け
ら

れ
る
。

そ

の
屈
辱

に
耐

え

ら
れ

な

い
。

そ

れ
な

ら
ば

、

そ
れ
ら

と

一
切
無

関
係

で
あ

る
事

を
公

言

し

て
お
け
ば

、
受

爵

に

な
ら

な
く

て
も

恥
辱

か
ら

免

れ
る

と

い
う
穿

っ
た
見
解

さ
え
あ

る
。

私

は

こ

の
見
解

を

否
定

す

る
。
し

か

し
、
鵬

外
が

受
爵

を
夢

み

て

い
た

か
も

知
れ

な

い
。
そ

の
事

は
否
定

し

な

い
。

し

か
し

、
受

爵

の
件

は
大

正

十
年

(
一
九
二

一
)
の
地
点

で
断
念

し

て

い
た

は
ず

で
あ

る
。
す

で

に
こ

の

　　
　
　

点
に
つ
い
て
発
表
し
て
い
る
の
で
、
詳
論
は
避
け
る
が
、
大
正
九
年
(,一九

二
〇
)
二
月
二
十
日
の
日
記
の
条
に

「図
書
寮
失
火
。
焼
曝
書

一
宇
」
と
あ

る
。
さ
ら
に
、
同
年
五
月
十
七
日
の
日
記
に

「有
盗
盗
館
所
蔵
模
銭
」
と

あ
る
。
鴎
外
は
帝
室
博
物
館
総
長
兼
図
書
頭
で
あ
る
。
管
理
責
任
者
と
し

て
進
退
伺
を
提
出
し
て
い
る
。
図
書
寮
の
曝
書
の

一
宇
を
全
焼
に
帰
せ
し

め
た
失
態
は
大
き
い
。
山
県
有
朋
側
に
身
を
寄
せ
て
い
た
宮
中
某
重
大
事

件
の
影
響
も
あ
る
。
少
く
と
も
男
爵
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。

鴎
外
晩
年
の
時
局
的
問
題
に
対
す
る
関
心
と
、
そ
の
見
解
を
考
察
す
る
。

ま
ず
大
正
九
年
四
月
二
十
八
日
付
の
鴎
外
か
ら
賀
古
宛
書
簡
(『鴎
外
全
集
』、

書
簡
番
号
一
三
七
九
)
を
示
す
。

拝
啓
久
≧
御
無
音
仕
候
新
居
如
何
二
候
哉
(中
略
)
○
諡
ノ
「
ガ
済
ン
デ

む

む

(印

刷

ハ
マ
ダ
許

サ

レ
ズ

)
年

号

ニ
ト
リ

カ

〉
リ
候
明

治

ハ
支
那

ノ
大

理

ト

云

フ
国

ノ
年

号

ニ
ア
リ
尤

コ

レ

ハ

一
作

二
明
統

一
ト
ア

ル

ユ
ヱ
明
治

デ

む

む

ハ
ナ
カ

ツ
タ

カ

モ
知

レ
ズ

大
正

ハ
安

南
人

ノ
立

テ
タ
越

ト
イ

フ
国

ノ
年

号

ニ
ア

リ
又

何

モ
御

幣

ヲ

カ

ツ
グ

ニ
ハ
及

バ
ネ
ド

支

那

ニ
テ

ハ
大

イ

ニ

む

ニ
シ
テ

ル

正
ノ
字
ノ
年
号
ヲ
嫌
候

「
一
而
止
」
ト
申
候
正

ノ
字
ヲ
ツ
ケ
滅
ビ
タ
例

ヲ

一
々
挙
ゲ
テ
居
候
不
調
ベ
ノ
至
ト
存
候
○
近
日
拝
眉
色
≧
可
申
上
候
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次

に
大

正
九
年

(推

定
)
六
月

八
日

付
鴎

外

か
ら
賀
古

宛
書

簡

(『鴎
外
全

集
』
、
書
簡
番
号

一
三
八
三
))
を
次

に
抜
書

す

る
。

拝

啓

昭
憲

皇
太

后
問

題

ハ

一
、

昭
憲

ト
其
前

ノ
英
照

ト
ガ
吾

国

二
先

例

ナ

キ
支

那
風

ノ
諡

ヲ
ナ

シ

シ

ニ
テ
之

ヲ
為

シ
タ

ル
ガ
十

分
考

ヘ
テ

ノ
上

ノ
「

ニ
ア

ラ
ズ
極

言

ス
レ

バ
軽
率

ナ

リ

シ

ニ
ア
ラ
ズ

ヤ

若

シ

コ
ン
ナ
支

那
風

之
諡

ガ
必
要

ナ

ル
「

ナ

ラ
バ
何

故

二
明

治

天
皇

二
真

ノ
諡

ヲ
上

ラ
ザ

ル
カ
元
号

(年
号
)
ハ
世
間

二
何

ノ
名

ノ
上

ニ
モ
冠

ス

ル

モ
ノ

ニ
テ
尊
貴

ナ

ル
御

尊

号

ト

ス

ル

ニ
ハ
不
似

合

ニ
ハ
ア

ラ
ズ

ヤ

ニ
、

昭
憲

ノ
下

二
皇

太

后

ト
云

フ

ハ
我
国

ニ
ハ
故

実

ナ

キ
「

ナ
リ

支
那

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ハ
奈
何

ト
イ

フ

ニ
漢

以

来
皇

太

后

ニ
セ

ヨ
太

皇
太

后

ニ
セ

ヨ
喪

ガ

畢

ツ

テ
廟

(我
国
ナ
ラ
皇
霊
殿
)
二
祭

リ
込

ム

(礼
二
此
祭
ヲ
酷
ト
云
)
以

上

ハ
必
ズ

　

む

皇

后

ト
称

ス

「廟

二
入

リ

テ

ハ
皇
后

ト

イ

フ
」
ト

ハ
諺

ノ
如

ク

ニ
ナ

リ
居

ル
「
ナ

リ
此

程

ノ
「

モ
シ

ラ

ベ
ズ

ナ

シ
タ

ル
サ

カ
シ

ラ
ナ
リ

枢

密
院

ニ
テ

ハ
「
皇

太
后

ヲ
皇

太
后

ト

セ

シ

バ
誤

ニ
ア
ラ
ズ

誤

ニ
ア
ラ

ザ

ル

ユ
ヱ
直

ス
筈

ハ
ナ

シ
」

ト
法

律
的

二
論
ズ

ル
由

ナ
リ

(二
上
某
立

案

ニ
テ
山
県
公
ノ
御
耳
二
入
居
ル
)
コ

レ

ハ

「
廟

二
入
リ

テ

ハ
」
ト
云

フ
故

事

ヲ
知

ラ

ヌ
故

ノ
「

ナ

リ

殊

二
神

宮

ノ
祭
神

ヲ
皇

太

后

ト
云

フ

ニ
至

テ

ハ
不
体

裁

此
上

モ
ナ

キ

「

ニ
テ
榊
原

ノ
申

ス
通

ナ
リ

三
、

シ
カ

シ

コ
ン
ナ
「

ハ
外

ニ
モ
沢
山

ア
リ

ソ

レ
故

二
御

来

示

ノ
如

ク

根
本

的

二
弊

ヲ
除

ク

ニ
ハ
帝

室
制

度
審

議
会

二
諮
詢

機
関

(支

那

ノ
三
礼

周
礼
、
儀
礼
、
礼
記
二
通
ズ

ル

モ
ノ
少

ク

モ

一
人
、

我
国

ノ
典
故

二
通

ズ

ル

モ
ノ
少

ク

モ

一
人
、

コ
ト

ニ
ヨ
ル
ト
双
方

ヲ

マ
ト

メ

テ
使

フ
世

話

ヤ

キ

一
人

入
用

カ

モ
不
知
也

)

ヲ
置

ク
外

ナ

シ
ト
思
考

ス

審
議

会

ニ
ハ
礼

ヤ
典
故

ヲ
知

ル
モ
ノ

一
人

モ
ナ

シ

ソ

レ
故

伊

藤
博

文

む

む

む

む

公
時
代
二
多
田
好
間
ヲ
使
ツ
テ
作
ツ
タ
原
案
ガ
絶
待
ノ
権
威
ヲ
有
シ

居
候
ナ
リ
ソ
レ
ガ
ド
レ
ポ
ド
不
調
カ
ト
云

ヘ
バ
一
二
例
ト
シ
テ
次
ノ

項
ヲ
挙
グ
ル
「
ヲ
得
ベ
シ

天
皇
ガ
崩
ゼ
ラ
レ
テ
御
称
号
ノ
キ
マ
ラ
ヌ
ウ
チ
大
行
天
皇
ト
申
ス
コ

レ
ハ
支
那
デ
「諡
ヲ
上
ラ
ヌ
前

二
大
行
皇
帝
ト
云
ヒ
シ
」
例
ニ
ヨ
ル
コ

む

む

レ
モ
漢
以
来
ノ
コ
ナ
リ
然
シ
漢
末
三
国
ア
タ
リ
ニ
ハ
皇
后
ヲ
モ
大
行

む

　

皇
后
ト
云
ヒ
シ
ナ
リ
何
故
二
天
皇
二
限
リ
テ
之
ヲ
襲
用
シ
皇
后
ニ
ハ

襲
用
セ
ザ
ル
カ
不
審
ナ
リ
是
モ
榊
原
ガ
云
々
セ
シ
「
ア
リ

む

む

大
喪
二
特
二
牛
車
ヲ
用
ヰ
ラ
ル
ア
レ
ハ
天
子
ノ
乗
物
ニ
ア
ラ
ズ
支
那

カ

ノ
礼
ヨ
リ
見
ル
モ
日
本
ノ
典
故
ヨ
リ
見
ル
モ
人
ガ
舁
ク
カ
馬
ニ
ヒ
カ

セ
ル
「

ハ
ア
レ
ド
牛
ハ
ナ
シ
上
皇
ナ
ド
ノ
御
乗
物

ニ
ナ
リ
シ
ヨ
リ
起

リ
王
室
式
微
ノ
時
ノ
習
慣
也
此
事

ハ
山
田
孝
雄
ガ
切
論
シ
居
ル

む

む

審
議
会
ハ
法
学
博
士
ト
宮
内
大
官
揃
ヒ
デ
小
生
ナ
ド
ハ

「傍
聴
希
望

ナ
ラ
バ
出
席
セ
ヨ
」
ト
ノ
命
令
ニ
テ
出
ル
ノ
ミ
ナ
リ
右
諮
詢
機
関

ハ

本
会

二
附
属
セ
シ
メ

一
々
ノ
事
件
二
付
取
調

ヲ
命
ズ
ル
ダ
ケ
ノ
者
ニ

テ
可
ナ
ル
ベ
シ
一
人
二
一
月
百
円
ヅ

〉
モ
給

ス
ル
嘱
託
位

ニ
テ
宜
シ

四
、
シ
カ
シ
コ
レ
ハ
審
議
会
ノ
ミ
ノ
問
題
ニ
ア
ラ
ズ
宮
内
省
全
体
ガ
曲
ハ

む

む

む

む

故

二
関

ス

ル
機
関

ヲ
有

セ
ヌ

ハ
缺
典

ニ
ア

ラ
ズ

ヤ
関

根

正
直

ガ
御

用

掛

ト

ヤ
ラ

ニ
ナ
リ

居

ル
ノ
ミ

ニ
テ
其

関
根

モ

一
通

リ

ノ

モ
ノ

ナ
リ
深

キ
「
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ハ
知

ラ
ザ

ル
也

コ
〉
ニ
モ
支

那

(我
国

ハ
隋
唐
ノ
制
度
ヲ
用
ヰ
シ
ガ
本
ニ
ナ
リ

居
ル
故
)
ト
我
邦

ト

ノ
故
実

ヲ
知

リ

タ

ル
立

派

ナ
機
関

ガ

ア

ツ
テ
可

ナ

ル

ニ
ハ
ア

ラ
ズ

ヤ

近

藤
久

敬
翁

ガ
総

務
課

長

タ
リ

シ
間

ハ
人

二
頑
固

オ

ヤ
ヂ

ト

云

ハ
レ

タ
ダ

ケ
多
少

典
故

ヲ
カ
ム

ガ

ヘ
ナ
ガ

ラ
事

ヲ
処

理

シ
テ
行

キ

シ
ナ
リ

是

モ
亡

ク
ナ
リ

タ
リ

(中
略

)

宮

内
省

ニ
モ
政

府

ニ
モ
故
実

家

ノ
後
継

者

ヲ
作

ル
ト

云

フ
考

ハ
少

シ

モ
ナ
キ
ヤ
ウ
也
見
ル
く

絶

工
果
ツ
ル
「
ナ
リ

(中
略
)

以
上
極
秘
ナ
レ
ド
モ
御
参
考
マ
デ
ニ
申
上
候

親
友

の
間

柄

と
は

い
え
、

こ
の
極
秘

の
二
通

の
書
簡

の
持

つ
意

味

は
重

大

で
あ

る
。

鴎
外

は

「
明
治

」

「
大
正

」

の
元
号

に
関

し

て
、

「
不

調

ベ
ノ

至

リ
」

と
断

定

す
る
。

そ

し

て
、

明
治

天
皇

の
諡

を

一
般
的

名
辞

に
冠

す

る
元
号

と
同

一
と
し

た

こ
と
は
、

尊
号

と

し

て

「
不
似

合
」

だ

と
も
述

べ

て

い
る
。

さ

ら

に
、

明
治

天
皇

の
皇

后

の
諡
を

「昭

憲
」

と

し
、
孝

明
天

皇

の
皇

后

の
諡

を

「
英
照

」

と
日
本

に
先

例

の
無

い
中
国

風

の
呼
称

に
し
た

こ
と

に
憤

り
を

発
し

て

い
る
。
「
シ
ラ

ベ
ズ

ナ

シ
タ

ル
サ
カ

シ
ラ

ナ
リ
」
と
言

い
、

「
不
体

裁
此

上

モ
ナ

キ
」
事

で
あ

り
、

「
不
調

」

の
極

み

で
あ

る

と
断
罪

し

て
憚

ら
な

い
。

天
皇
制

国
家

の
政

に
対

す

る
批
判

で
あ

る
。

鴎
外

は

「宮

内
省

全
体

が
典

故

二
関

ス
ル
機
関

ヲ
有

セ
ヌ
」
事
が

最
大

の

問

題
だ

と
言

い
、

現

に
あ

る
帝

室

制
度
審

議

会

に
典
礼

を
知

る
者
無

き

現

状

を
改

善

す
る
た

め

に
、
中

国
や

日
本

の
典

故
を

研
究

す

る
諮

詢
機

関

の

設

置
を

提
言

す

る
。
そ
れ

に
し

て
も
、

「宮

内
省

ニ
モ
政
府

ニ
モ
故
実

家

ノ

後
継

者

ヲ
作

ル
ト
云

フ
考

ハ
少

シ

モ
ナ
キ

ヤ
ウ
也

」

と
言
う
。

鴎

外

の
憂

い
は
深

い
。

八
月

二

日
付

の
拓

川

宛
賀
古

書

簡
中

の

「
其
筋

へ
不

敬
」

と

い
う
文

言

は
、

「宮

内
省

」
以

外

に
は
な

い
。

宮
内

省

に
対
す

る
鴎

外

の
憤

満

は
、
.
先

に
引

用

し

た
二
通

の
書
簡

に
表
わ

れ

て

い
る
。
元

号
と

諡

と
、

さ

ら

に
大

正

十
年

の
宮
中

某

重
大

事
件

に
他

な
ら

な

い
。

鴎
外

の
遺
言

を

読

む
限

り
、
死

は
個

人

の
問
題

で
あ

る
。

そ
れ
故

に

一

個

人

と
し

て
死

に
就

き
た

い
と

い
う
私

の
主

張

は
読

み
取
れ

る
。

そ
れ

だ

け
な
ら

、
文

脈

は
明
瞭

で
あ

る
。

し

か
し
、
遺

言

に
は

「
外
形

的

取
扱

ヒ

ヲ
辞

ス
」
、
「
宮
内

省
陸

軍

ノ
栄
典

ハ
絶

対

二
取

リ

ヤ

メ
ヲ
請

フ
」
と

い
う

文

脈

が
入

り
込

ん

で
き

て

い
る
。

一
個
人

と
し

て
死

に
就

く

と

い
う

主
張

か

ら

見

れ
ば

、

こ
れ

ら

の
言
辞

は
言

わ

で
も

の
事

で
あ

る
。
少

く
と

も

「辞

ス
」

「取

リ

ヤ

メ
ヲ
請

フ
」
根

本
的

理
由

は
明

示

さ
れ

て

い
な

い
。

そ

れ
故

に
、
私

は
死

に
臨

ん

で
遺

言

口
述

の
場

に
於

い
て
、

元
号

、

諡

等

の
国

家

の
根

本

に
関

わ

る
問
題

を
再
度

語

っ
た

可
能

性
を
否

定

で
き

な

い
。
鴎

外

の
憤

は
私

憤

で

は
な

い
。
天
皇

制
国

家

の
制
度

と

し

て
の
政
が

、

典

故

の
確

か
さ

の
上

に
成
立

し

て

い
な

い
こ
と

の
公
憤

で
あ

る
。

大
学

時
代

か
ら

鴎
外

の
あ

る
激

し

さ
を
熟

知
し

て

い
る
賀
古

は
、

常

に

そ

の
調

整
役

を
務

め

て
き

た
人

で
あ

る
。
鴎

外

の
公
憤

を
十
分

承
知

し

て

い
た
。

し

か
し
、
賀

古

は

そ
れ
を
遺

言

と

い
う
形

で
残

す

べ
き

で
な

い
と
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考

え
た

に
相
違

な

い
。

こ

こ
に

二
人

の
明
治

人

の
心
を
私

は

見

る
。

そ

れ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

は
後
世

へ
の
遺
言
と
し
て
公
表
す
る
形
と
、
沈
黙
を
守
る
形
で
あ
る
。

賀
古
か
ら
拓
川
宛
書
簡
に

「乍
遺
憾
充
分
に
ガ
ン
バ
ル
事
能

ハ
ざ
り
し

が
其
筋

へ
不
敬
二
渡
ら
ぬ
程
度

二
切
り
上
げ
申
候
」
と
い
う
言
辞
か
ら
、
鴎

外
と
賀
古
と
の
間
の
文
言
の
遣
り
取
り
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し

て
、
両
者
と
も
に
妥
協
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

鴎
外

の
晩
年
の
社
会
思
想
を
見
る
に

「政
府
ノ
経
済
ハ
国
庫
ヲ
富

マ
ス

む

む

む

む

「

ノ

ミ
考

ヘ
ズ

ニ
富

ノ
分

配

ヲ
謀

ル
「

必

要
ナ

ル
ベ

シ
現

制

(立
憲

政
体

)

ニ
テ
其

働

キ

ハ
出

来

ヌ

モ
ノ
カ

」
(大
正
九
年
四
月
二
十
八
日
付
賀
古
宛
書
簡
、
書

簡
番
号

一
三
七
九
)
と
問

い
、
試
案

と

し

て
「
国
体

二
順
応

シ
タ

ル
集

産
主

義
」

(O
o
一冨
o
口
貳
ω日
⊆
ω
ナ
リ
即
チ
共
産
主
義

O
o
ヨ
ヨ
=
巳
ωヨ
亘
ω
ノ
反
対
ナ
リ
)
ト
デ

モ
謂

フ
ベ
キ

カ
又

「
国
家

社
会

主
義

」

(国
家
ガ
生
産
ノ
調
節
ヲ
ス
ル
ユ
ヱ
ニ
)ト

云

フ

モ

ノ

ニ
近

ケ

レ
ド

(大
正
八
年
十
二
月
二
十
四
日
付
賀
古
宛
書
簡
、
書
簡
番
号

一
三
四

四
)
と

い
う
国
家

形
態

を
模

索

し

て

い
る
。

明
治

国
家

の
青

春

と
己

れ

の
青

春
を
軌

を

一
に
し

て
生
き

て
来

た
明

治

人

鴎
外

に
と

っ
て
、

国
家

を
如

何

に
道
徳

的

に
す

る

か
、

国
家

を
制

度
的

に
如

何

に
整
備

し

て

い
く

か
、

一
家

言

せ
ざ

る
を
得

な

い
。

明
治
人

は
多

か

れ
少

か
れ

ナ

シ

ョ
ナ

リ

ス
ト
で
あ

る
。

勿
論

、
国

家
が

絶
対

で
あ

る

と

考

え
た

昭
和

の

ウ

ル
ト

ラ

ナ

シ

ョ
ナ

リ

ス
ト

と

は
質

的

に
相
違

し

て

い

る
。
私

は

死

に
臨

ん

で
な

お

一
言

せ
ざ

る

を
得

な

い
鴎

外

に
、

明
治

の
ナ

シ

ョ
ナ
リ

ス
ト

の
姿

を
見

る
。

し

か
し
、
結

局

は
国
家

に
裏

切
ら

れ

て

い

く
宿
命

を
持

っ
て

い
る
。

そ
こ

に
淋
し

き
明

治
人

を
見

る
。

鵬
外

の
新

盆
を

迎
え

て
、

大
正

十

一
年

(
一
九
二
二
)
八
月
十

三

日
付

で

拓
川
宛
に
賀
古
は
次
の
書
簡
を
送
付
す
る
っ
別
荘
「鶴
荘
」

郡
長
者
町
日
在
)
か
ら
投
函
さ
れ
る
。

苦
熱
に
駆
ら
れ
小
生
も

七
日
よ
り
昨
十
二
日
迄

鶴
荘
に
遊
ひ
夷

す
み
が
わ

隅
川
の
漁
夫
と

ボ
ラ
征
伐
を
い
た
し

昨
夜
雷
雨
中
二

帰
宅
机
上
に
九

日
御
認
の
貴
書
あ

り
先
づ
披
見
仕
候

「
思
出

の
記

」

に

ハ
不

覚
の
涙
を
流
し

候
此
を
示
さ
ん
と
思

(千
葉
県
夷
隅

ひ
し
森

ハ
既
に

逝
け
り

墓

は
ら

に
独

り

の
こ
り

し
心
地

せ

り
か

た
ら

む

友
は
は
や
失

せ
行
き
て

(中

略
)鶴

所

八
月
十
三
日
夜

拓
川
様

梧
下

「鶴

荘
」
の
近

く

に
鴎

外

の
別
荘

「
鴎
荘

」
が

あ

る
。
今

や
共

に
語

ら
ん

「
鴎
荘

」

の
主
人

は
、

こ

の
世

に

い
な

い
。

注(
1
)

加
藤

・
正
岡
家
系
譜

供
を
受
け
ま
し
た
。

(正
岡
明
氏
作
製
)
こ
の
系
図
は
森
鴎
外
記
念
館
の
提
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加
藤

・
正
岡
家
系
譜

加
藤
重
孝

(大
原
家
を
継
ぐ
)

〒
l
I
I
三
男

有
恒
(観
山
)

女

歌
原
宗
蔵

一T

長
女

女

し
げ

(重

)

樫
原
清
徳

圜=

柳

籌

宀
け 永
い
子

西
客

正
岡
常
尚
(隼
太
)

八
重

小
太
郎

恒
徳
(蕉
雨
)

十
重

岸
重
崔一

三
重重 一

一崔 重 一一漸

,一.

洋
t1
)

・「 「 「
一1

 

(加
藤
家
を
継
ぐ
)

加
藤
恒
忠
(拓
川
)

常

規

(子
規

)

(加
藤

家

か
ら
大

正

3

・
4
・
8
養

子
)

律

,
,,
、
忠

三
郎

長
男

浩

【丶

「

}
あ
や

次
男

明

潔
(古
白
)

琴
子

長

女

ひ
さ

(寿

)

(
岡
村
家

を
継

ぐ
)

恒
元

(
三
鼠

)

喜 駿

雄

 

十
九
郎

六
十
郎

(正
岡
家
を
継
ぐ
)

忠
三
郎

あ
や

栲
子

　

四高
郎野家

か
ら
昭
和
29

4

30
養
子
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(
2
)

加
鷯
搬
膿

〈
一
八
五
九
～

一
九
二
三
〉

安
政
六
年

一
月
二
十
二
冒
、
松
山
藩
士
大
原
観
山
の
三
男
と
し
て
松
山
に
生

ま
れ
る
。
本
名
恒
忠
。
十
七
歳
で
司
法
省
法
学
校
に
入
学
、
同
期
に
原
敬
、
陸

羯
南
、
福
本
日
南
、
国
分
青
匪
ら
が
い
た
ゆ
二
十

一
歳
の

一
月
、
父
方
の
伯
父

加
藤
家
の
養
子
と
な
る
。
同
年
三
月
賄
征
伐
事
件
の
た
め
原
敬
等
と
共
に
退
学
。

明
治
十
六
年
旧
藩
主
子
息
久
松
定
謨
の
フ
ラ
ン
ス
留
学
に
同
行
、
こ
の
と
き
甥

の
正
岡
子
規
を
上
京
さ
せ
、
羯
南
に
紹
介
し
た
。
パ
リ
留
学
中
、
原
敬
の
斡
旋

で
外
務
省
交
際
官
試
補
に
任
用
さ
れ
、
以
後
西
園
寺
公
望
ら
と
親
交
を
も
つ
。

そ
の
後
要
職
を
歴
任
、
明
治
三
十
五
年
ベ
ル
ギ
ー
駐
在
特
命
全
権
大
使
に
就
任

す
る
が
、
同
四
十
年
伊
藤
博
文
と
対
立
し
依
願
退
職
。
翌
四
十

一
年
衆
議
院
議

員
と
な
り
、
四
十
五
年
勅
撰
貴
族
院
議
員
に
選
任
と
な
る
。
原
内
閣
の
も
と
パ

リ
講
和
会
議
、
シ
ベ
リ
ア
派
遣
大
使
と
し
て
そ
の
手
腕
を
発
揮
し
た
。
大
正
十

一
年
五
月
、
五
代
松
山
市
長
に
就
任
す
る
が
、
食
道
癌
の
た
め
大
正
十
二
年
二

月
二
十
日
か
ら
三
十
六
日
間
絶
食
、
三
月
一.一十
六
日
死
去
。
六
十
五
歳
。

こ
つ
る
ど

か

(3
)

賀
古
鶴
所

く
一
八
五
五
～

一
九
三

一
V

安
政
二
年

一
月
二
日
、
浜
松
藩
医
の
賀
古
公
斎
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。

東
京
大
学
医
学
部
卒
で
鵬
外
と
同
期
。
卒
業
後
陸
軍
軍
医
と
な
る
。
ベ
ル
リ
ン

で
耳
鼻
咽
喉
科
を
学
び
、
明
治
二
十
五
年
に
神
田
小
川
町
に
賀
古
耳
科
院
を
開

設
す
る
。
明
治
三
十
九
年
山
県
有
朋
の
歌
会
常
磐
会
設
立
の
発
起
人
ど
な
り
以

後
大
正
十

一
年
の
閉
会
ま
で
鴎
外
と
共
に
幹
事
を
務
め
る
。
鴎
外
の
遺
言
の
口

述
筆
記
者
。
昭
和
六
年

一
且

一
日
、
脳
溢
血
で
死
去
。
七
十
六
歳
。

(4
)

平
成
八
年

(
一
九
九
六
)
六
月
十
二
日

(水
)
、
N
H
K
T
V
午
前
七
時
の
ニ

ュ
ー
ス
で
放
映
う
山
崎
が

コ
メ
ン
ト
を
す
る
。
こ
れ
は
六
月
十
日

(月
)
N
H

K
松
江
局
が
、
津
和
野
の
森
鴎
外
記
念
館
で
撮
影
し
た
映
像
で
あ
る
。

な
お
、山
崎
が

コ
メ
ン
ト
を
し
た
新
聞
掲
載
の
見
出
し
記
事
を
次
に
挙
げ
る
。

▼

「山
陰
中
央
新
報
」
平
成
8
年
6
月
13
日
付

"
口
述
"
で
な
く
や
り
取
り
だ

っ
た
/
心
境
、
背
景
知
る
手
掛
か
り
に
/
森
鴎
外
の
遺
言
に
新
事
実
/
賀
古
鶴

所
の
書
簡
発
見
調

▼

「中
国
新
聞
」
平
成
8
年
6
月
13
日
付

森
鴎
外
の
遺
言
は
共
作
?
/
友
人

の
医
師
が
書
簡
残
す

▼

「朝
日
新
聞
」
平
成
8
年
6
月
25
日
付

忠
実
で
な
か
っ
た
口
述
筆
記
/
文

豪

・
鴎
外
の
遺
言
/
新
資
料
の
書
簡

奈
良
の
旧
家
で
見
つ
か
る
/
筆
記
者
の
賀

古
鶴
所

状
況
を
親
類
に
告
白

▼

「毎
日
新
聞
」
平
成
8
年
7
月
3
日
付

2
人
で
議
論
の
末
、
作
成
?
/
記

述
の
修
正
め
ぐ
る
当
時
の
心
情
触
れ
る
/
遺
書
に
関
す
る
親
友

の
手
紙
も
展

示
/
9
日
か
ら
鴎
外
忌
特
別
展
/
津
和
野
町

「森
鴎
外
記
念
館
」

▼
「山
陰
中
央
新
報
」
平
成
8
年
7
月
10
日
付

遺
言
め
ぐ
る
新
資
料
も
/
「
鴎

外
忌
特
別
展
」
始
ま
る
/
津
和
野
の
記
念
館

▼

「朝
日
新
聞
」
平
成
8
年
7
月
10
日
付

(東
京
本
社
版
)

死
の
淵
、
医
者
嫌

っ
た
森
鴎
外
/
親
友
の
医
師
の
手
紙
公
開
/
病
状
の
確
認
恐
れ
る

▼

「朝
日
新
聞
」
平
成
8
年
7
月
13
日
付

(西
部
本
社
版
)

医
者
ギ
ラ
イ
だ

っ

た
?
/

「軍
医
」
森
鴎
外
/
親
友
の
手
紙
公
開
/
津
和
野
の
記
念
館
で

(5
)

図
録

『鴎
外

そ

の
終
焉
』
1

新
資
料
に
み
る
森
林
太
郎
の
精
神

(監
修

山

崎

一
穎
、
指
導
助
言

小

泉
浩

一
郎
、
清
田
文
武
、
.企
画

・
構

成

・
発
行

森

鴎
外
記
念
館
、
平
成

八
年

七
月
九
日
)
よ
り
転
載
。

こ
の
資
料

は
、
森
鴎
外
記

念

館

の
堀
早
苗
、
広
石
修

氏
が
作
成
し
た
も

の
で
あ

る
。

(
6
)

森
潤
三
郎

『鴎
外
森

林
太
郎
』

(昭
和
十

七
年
七
月
三
十
日
、
森
北
書
店

)
二

七
三
頁
。

(
7
)

「跡
見
学
園
女
子
大
学

国
文
学
科
報

」
第

22
号

(平
成

6
年

3
月
18
日
、
跡
見

学
園

女
子
大
学
国
文
学
科
)
掲
載

の
拙
稿

『帝
室
博
物
館
総
長
兼

図
書

頭
時
代

の
森
林

太
郎

・
鴎
外
』
、
九
五
-

一
四

八
頁
。

附

記

①

本
稿

は
津
和

野
の
森
鴎
外
記
念
館
が
〈
鴎
外
忌
特
別
展
〉

「鴎
外

そ
の
終
焉
ー

新
資
料
に
み
る
森
林
太
郎
の
精
神
」

(平
成

8
年
7
月
9
日
～

8
月

20
日
)
開
催

に
あ

た

っ
て
、

「鴎
外

」そ

の
終
焉

を
め
ぐ

っ
て
ー
新
資
料
に
み
る
森
林
太
郎
の
精
神
」
と

題
し

て
講
演

(平
成

8
年

7
月
8
日
、
森
鴎
外
記
念
館

)
し
た
も

の
を
活
字
化
し

た
。
講
演
資
料

(書
簡

、
日
記
)

の
映
像
化

の
た

め
に
、
森
鴎
外
記
念
館

の
広
石

修
、
堀
早
苗
、
山
本
博
之
氏

の
手

を
煩
わ
せ
ま
し
た
。
記
し

て
謝
意
を
表

し
ま
す
。

②

書
簡
翻
刻
、
展

示
に
関

し
て
、
本
学

の
柴
田
光
彦
氏
、

小
池
章
太
郎
氏
、
東
海
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大
学
小
泉
浩

一
郎
教
授
、
新
潟
大
学
清
田
文
武
教
授
の
指
導
、
助
言
を
受
け
ま
し

た
。
記
し
て
感
謝
の
詞
と
い
た
し
ま
す
。

㈲

本
稿
執
筆
に
関
し
て
、
森
鴎
外
記
念
館
(津
和
野
)
、
文
京
区
立
鴎
外
記
念
本
郷

図
書
館
の
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

1

一
九
九
六

・
一
一

・
一
八
1
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